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“社会を明るくする運動”山梨県推進委員会委員長賞　小学生の部

ブルースティックがつなぐ真っ白な心と心
　　　　　　　　　　　　　　　駿台甲府小学校　６年　望　月　芙　美



私の学校の夏の制服は、白ソックスが指定になっています。白ソックスは汚れが目立つので、洗たくカゴに入っている私の汚れたソックスを見つけた母の大きなため息が聞こえてくるのが、夏のわが家の日常です。しかし翌日になると私の茶色かったソックスは、元の真っ白なソックスに戻っています。母は洗たく機で洗たくをする前に、必ず青い石けんで私のソックスをゴシゴシとこすっています。ただ洗たく機で洗うだけではきれいにならない汚れも、その青い石けんであらかじめこすっておくとほとんどの汚れがきれいに落ちると母が言います。
その青い石けんのパッケージには、『ブルースティック』という名前が入っています。そういえば普段、一緒に買い物に行くホームセンター等で買っているのを見たことがない石けんなので、母がどこで買っているのか気になり聞いてみました。すると
「刑務所の矯正展で買っているのよ。」
という意外な答えが返ってきて驚きました。矯正展とは、刑務所などで受刑者が製作した刑務作業製品を展示や販売し、刑務作業の重要性や現状について広く一般の人に知ってもらうというイベントです。兄や私が幼稚園生の時、矯正展での催しの一つでマーチング演奏するために家族で足を運んだことを覚えていますが、出店があったりお祭りのような感じでまさかあの場所が刑務所だったとは思いもしませんでした。
何らかの犯罪を起こして裁判で有罪になると、刑務所での生活が始まります。その中で受刑者は決められた規則正しい生活を送り、刑務作業という仕事を行ないます。刑務作業というのはそれぞれの刑務所によって異なり、わが家で愛用しているブルースティックを調べてみると、横須賀刑務支所で作られていることが分かりました。平成二年に開発された製品で、現在では年間約十万本も売れているそうです。それほど人気の製品なので、大勢の受刑者で作っているのかなと思ったら、たった二十人ほどしか関わっていないと知りとても驚きました。石けん作りは傷がつきやすく、形も崩れやすいそうです。包装も一本一本、手作業で行なうため生産できる本数には限度があり、今ではインターネット上などで高額で転売されてもいるそうです。これほどまで人気で、皆から喜ばれている製品を作っているということを受刑者の人たちにも知ってもらいたいです。ブルースティックでつながる刑務所の中と外ですが、誰かの役に立つということは自分の存在意義を感じ、生きがいや充実感を得られると思います。刑務所の中で感じるであろう孤独や不安も、誰かに必要とされていると思えば精神的な安定が得られると思います。
私や私たち家族は直接、受刑者や元受刑者の人たちをサポートすることはできません。しかし、刑務所内で一生けん命に刑務作業をする人たちを思って感謝することはできます。また、社会復帰した人たちに偏見や差別の目を向けず、優しく受け入れることはできます。罪をつぐなったら、ブルースティックが汚れを落としてくれるように、真っ白な心に戻って社会参加して欲しいし、私たちは偏見のない真っ白な心で応援していくと、明るい社会が広がっていくのではないかと思います。
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